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１
．
長
安
か
ら
福
建
省
へ

　

一
顧
し
て
長
望
す
れ
ば
本
連
載
も
既
に
７
年
に
亙
り
、
全
18
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

２
０
１
５
年
以
来
、『
ユ
ー
ロ
ナ
ラ
ジ
ア
』
に
執
筆
の
場
を
与
え
て
頂
き
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
西
か
ら
東
へ
辿
る
べ
く
、「
イ
ラ
ン⇒

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ⇒

ホ
ラ
ズ
ム⇒
キ
ル
ギ
ス
・
セ
ミ

レ
チ
エ⇒

ウ
ル
ム
チ
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン⇒

長
安
」
と
調
査
記
録
を
書
き
連
ね
て
き
た
。

そ
の
足
跡
、
概
ね
下
記
の
如
し
で
あ
る
。

第
１
号
： 「
飛
鳥
・
奈
良
に
流
入
し
た
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
」、
２
０
１
５
年

第
２
号
： 「
ペ
ル
シ
ア
系
と
ソ
グ
ド
系
の
２
つ
の
イ
ラ
ン
文
化
の
中
心
」、
２
０
１
５
年

第
３
号
： 「
ペ
ル
シ
ア
州
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
以
北
に
見
る
石
造
遺
跡
群
」、
２
０
１
６
年

第
４
号
： 「
ペ
ル
シ
ア
に
於
け
る
石
造
遺
跡
の
概
観
」、
２
０
１
６
年

第
５
号
： 「
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
遺
跡
の
概
観
（
前
篇
）」、
２
０
１
６
年

第
６
号
： 「
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
遺
跡
の
概
観
（
中
篇
）」、
２
０
１
６
年

第
７
号
： 「
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
遺
跡
の
概
観
（
後
篇
）」、
２
０
１
７
年

第
８
号
： 「
ホ
ラ
ズ
ム
探
訪
～
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
・
ス
ピ
タ
ー
マ
の
故
地
を
巡
っ
て
～

（
前
篇
）」、
２
０
１
７
年

第
９
号
： 「
ホ
ラ
ズ
ム
探
訪
～
古
代
ホ
ラ
ズ
ム
の
占
星
術
・
天
文
学
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

～
（
後
篇
）」、
２
０
１
７
年

第
10
号
： 

休
載

第
11
号
： 

休
載

第
12
号
： 

休
載

第
13
号
： 

休
載

第
14
号
： 「
キ
ル
ギ
ス
・
セ
ミ
レ
チ
エ
（
七
河
地
方
）
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・

マ
ニ
教
遺
跡
（
前
篇
）」、
２
０
１
９
年

第
15
号
： 「
キ
ル
ギ
ス
・
セ
ミ
レ
チ
エ
（
七
河
地
方
）
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・

マ
ニ
教
遺
跡
（
後
篇
）」、
２
０
２
０
年

第
16
号
： 「
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
於
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
遺
跡
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飛
鳥
・
奈
良
と
「
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
イ
ラ
ン
文
化
」　

青
木
健

22
「
陸
の
イ
ラ
ン
」
と
「
海
の
イ
ラ
ン
」

（
ウ
ル
ム
チ
篇
）」、
２
０
２
０
年

第
17
号
： 「
イ
ラ
ン
系
民
族
と
漢
民
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
比
較
論
」、
２
０
２
１
年

第
18
号
： 「
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
於
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教
遺
跡

（
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
篇
）」、
２
０
２
１
年

第
19
号
： 「
イ
ラ
ン
文
化
と
敦
煌
」、
２
０
２
１
年

第
20
号
： 「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
か
ら
敦
煌
へ
』」、
２
０
２
２
年

第
21
号
： 「
長
安
（
西
安
）・
そ
の
１
」、
２
０
２
２
年

第
22
号
： 「
長
安
（
西
安
）・
そ
の
２
」、
２
０
２
２
年

　

読
者
諸
賢
は
、
イ
ラ
ン
か
ら
長
安
ま
で
辿
り
着
い
た
以
上
、
こ
こ
か
ら
一
直
線
に
奈
良

を
目
指
す
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の
計
画
で
は
、
次
の
舞
台
は

福
建
省
で
あ
る
。
筆
者
の
主
観
に
於
い
て
は
、
中
国
に
於
け
る
イ
ラ
ン
文
化
を
論
じ
る

場
合
、
中
国
摩
尼
教
＝
明
教
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
そ
し
て
、
中
国
摩
尼
教
の
主
た
る

活
動
地
が
福
建
省
な
の
で
あ
る
。

　

而
し
て
、
連
載
第
１
回
か
ら
第
18
回
ま
で
は
、
本
稿
の
主
題
が
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

た
る
こ
と
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
論
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
第
19
回
で
は
一
旦
基
本

で
あ
る
イ
ラ
ン
に
立
ち
返
り
、
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
点
か
ら
説
き
起
こ
し
て
福
建

省
に
繋
げ
た
い
。
即
ち
、
本
稿
の
主
題
は
、「
陸
の
イ
ラ
ン
」
と
「
海
の
イ
ラ
ン
」
の
対
比

で
あ
る
。

　

中
国
が
華
北
と
江
南
で
全
く
気
候
風
土
や
文
化
が
違
う
こ
と
は
、
日
本
で
は
良
く
知
ら

れ
た
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
イ
ラ
ン
で
も
、
北
と
南
で
は
随
分
と
気
候
風
土
や

文
化
が
異
な
る
。
筆
者
は
、
２
０
２
２
年
９
月
に
、
一
週
間
の
内
に
北
方
の
東
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
州
と
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
（
下
記
の
地
図
の
８
と
９
）、
及
び
南
方
の

ペ
ル
シ
ア
州
と
ブ
ー
シ
ェ

フ
ル
州
（
下
記
の
地
図
の

18
と
19
）
を
調
査
し
た
。

こ
れ
だ
け
近
接
し
た
日
程

の
中
で
イ
ラ
ン
の
南
北
を

巡
る
こ
と
で
、
年
次
や
季

節
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

イ
ラ
ン
南
北
を
比
較
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の

際
の
印
象
と
記
録
で
あ
る
。
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．
東
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
と
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州

　

タ
ブ
リ
ー
ズ　

：　

イ
ラ
ン
領
内
の
北
西
に
位
置
す
る
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
は
、

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
イ
ル
・
ハ
ン
朝
（
１
２
５
８
年
～
１
３
５
３
年
）、
黒
羊
朝
（
１
３
７
５

年
～
１
４
６
８
年
）、
白
羊
朝
（
１
３
７
８
年
～
１
５
０
８
年
）、
初
期
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー

朝
（
１
５
０
１
年
～
１
７
３
６
年
）
と
い
っ
た
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
王
朝
が

本
拠
を
構
え
た
土
地
で
あ
る
。
こ
の
両
州
で
は
、
現
在
で
も
印
欧
系
の
ペ
ル
シ
ア
語
の

ほ
か
に
、
ト
ル
コ
系
の
ア
ー
ザ
リ
ー
語
が
話
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
土
地
が
如
何
に
ト
ル
コ

系
遊
牧
民
の
王
庭
と
し
て
好
ま
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
方
の
伝
統
的
な

中
心
都
市
タ
ブ
リ
ー
ズ
（
人
口
１
５
０
万
人
強
）
は
、
し
ば
し
ば
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系

遊
牧
民
王
朝
の
首
都
と
し
て
機
能
し
、
ア
ル
ゲ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
や
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
キ
ャ

ブ
ー
ド
な
ど
、
そ
の
当
時
の
遺
跡
は
市
中
に
多
い
。

　

筆
者
は
、
今
回
、
こ
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
を
拠
点
に
し
て
、
ア
ー
ザ
ル
・
シ
ャ
フ
ル
、
マ
ラ
ー

ゲ
、
ジ
ョ
ル
フ
ァ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
正
教
の
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
修
道
院
、
聖
タ
ダ
イ
教
会
な
ど

を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
の
幹
線
道
路
で
は
、
ト
ル
コ
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な
ど
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
ト
ラ
ッ
ク
が
往
来
し
、
こ
の
一
帯
が

西
方
と
の
交
易
で
栄
え
る
貿
易
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
実
際
、
テ
ヘ
ラ
ン
や

シ
ー
ラ
ー
ズ
の
街
に
比
べ
る
と
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
街
の
責
任
者
は
万
事
決
断
が
早
く
、

外
貨
の
両
替
も
ス
ム
ー
ス
で
、
商
業
都
市
の
熱
閙
非
凡
を
感
じ
た
。

　

筆
者
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
た
だ
で
さ
え
上
手
か
ら
ぬ
筆
者
の
ペ
ル
シ
ア
語
が
、
テ
ヘ

ラ
ン
に
比
べ
て
い
よ
い
よ
通
じ
難
く
な
っ
た
点
だ
け
で
あ
っ
た
。
尤
も
、
そ
れ
に
反
比
例

し
て
ア
ー
ザ
リ
ー
語
が
普
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
ト
ル
コ
系
国
家
で
あ
る
隣
国
ト
ル
コ

や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の
貿
易
を
活
性
化
す
る
誘
引
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州　

：　

タ
ブ
リ
ー
ズ
か
ら
一
歩
郊
外
に
足
を
踏
み
出
す
と
、

群
山
突
兀
峥
嵘
と
岩
山
が
聳
え
、
土
漠
と
高
山
牧
地
の
間
に
緑
洲
都
市
が
出
現
す
る
地
形

で
あ
る
。
乾
燥
し
、
且
つ
テ
ヘ
ラ
ン
に
比
べ
れ
ば
冷
涼
と
し
て
お
り
、
確
か
に
こ
こ
は

農
業
の
適
地
で
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の

一
番
の
呼
び
物
が
ペ
ル
シ
ア
絨
毯
だ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
遊
牧
民

の
文
化
が
栄
え
る
土
地
柄
で
あ
る
。

　

国
境
の
町
ジ
ョ
ル
フ
ァ
か
ら
ア
ラ
ス
川
に
沿
っ
て
西
進
す
る
と
、
羊
腸
の
谷
と
蜿
蜒

の
山
脈
が
織
り
成
す
迷
宮
に
迷
い
込
み
、
平
野
部
の
土
漠
と
は
ま
た
異
な
っ
た
風
景
が

広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
山
襞
の
中
に
、
国
境
の
彼
方
ア
ル
メ
ニ
ア
に
起
源
を
持
つ
ア
ル
メ

ニ
ア
正
教
会
修
道
院
が
点
在
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
字
で
綴
ら
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
語
だ
け
の

世
界
が
現
出
す
る
。
時
折
、
弯
弯
曲
曲
の
山
里
面
に
、
単
性
論
派
を
奉
じ
る
ア
ル
メ
ニ
ア

正
教
会
の
鐘
が
響
き
渡
り
、「
山
中
有
廟
、
結
廬
居
之
」
の
風
情
を
醸
し
だ
し
て
い
た
。

ア
ル
メ
ニ
ア
語
の
賛
美
歌
を
聞
き
、
蝋
燭
の
火
に
輝
く
ア
ル
メ
ニ
ア
十
字
架
を
見
詰
め
て

い
る
と
、「
本
当
に
こ
こ
は
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
か
？
」
と
訝
し
く
な
る
ほ
ど
で

あ
る
。
か
な
り
局
所
的
な
現
象
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
ラ
ン
は
歴
然
た
る
多
民
族
・

多
宗
教
国
家
で
あ
っ
た
。

　

食
事
文
化　

：　

イ
ラ
ン
の
旅
で
の
難
点
の
一
つ
は
食
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ン
の

料
理
文
化
が
不
味
い
と
云
う
話
し
で
は
な
く
、
日
本
人
と
イ
ラ
ン
料
理
の
相
性
が
宜
し
く

無
い
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
味
噌
・
醤
油
・
塩
で
味
付
け
さ
れ
、
米
（
少
な
く
と
も

穀
物
）
と
調
和
す
る
何
物
か
を
「
料
理
」
と
認
識
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
人
は
、

さ
し
て
調
味
料
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
ず
、
と
り
あ
え
ず
羊
の
肉
を
炙
っ
た
も
の
を
料
理
の

基
本
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

こ
の
彼
我
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
遊
牧
民
文
化
栄
え
る
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
に

於
い
て
、
最
も
甚
だ
し
く
な
っ
た
。
筆
者
は
、
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
各
地
で

「
こ
の
土
地
の
郷
土
料
理
は
何
か
？
」
と
尋
ね
て
は
試
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
羊
肉
の
串
刺
し

ば
か
り
が
並
び
、
そ
れ
ら
の
微
妙
な
違
い
を
認
識
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
イ
ラ
ン
人

た
ち
の
言
に
よ
れ
ば
、
肉
の
部
位
や
焼
き
方
に
よ
っ
て
細
か
い
相
違
が
あ
る
ら
し
い
の

だ
が
、
筆
者
の
方
で
そ
れ
を
感
知
す
る
能
力
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

22—

３
．
ペ
ル
シ
ア
州
と
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
州

　

シ
ー
ラ
ー
ズ　

：　

人
口
１
５
０
万
人
を
擁
す
る
シ
ー
ラ
ー
ズ
は
、
ペ
ル
シ
ア
州
（
フ
ァ
ー

ル
ス
州
）
の
州
都
に
し
て
、
イ
ラ
ン
南
西
部
を
代
表
す
る
大
都
市
で
あ
る
。
タ
ブ
リ
ー
ズ

か
ら
シ
ー
ラ
ー
ズ
へ
約
１
４
０
０
キ
ロ
（
東
京
～
鹿
児
島
間
の
距
離
）
を
飛
ぶ
と
、
ま
ず

は
こ
の
都
市
の
湿
度
に
驚
か
さ
れ
る
。
イ
ラ
ン
で
多
湿
を
感
じ
る
と
は
奇
妙
な
表
現
だ
が
、

あ
く
ま
で
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
と
の
比
較
の
上
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
街
で
は
外
貨
の
両
替
か
ら
タ
ク
シ
ー
の
予
約
ま
で
万
事
が
悠
長
に
流
れ

て
お
り
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
比
べ
て
、
商
業
都
市
と
し
て
の
機
能
は
格
段
に
弱
そ
う
で
あ
る
。

私
怨
め
い
た
話
柄
を
書
い
て
恐
縮
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
街
に
あ
る
シ
ー
ラ
ー
ズ
大
学
で
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
待
さ
れ
て
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
直
前
に
先
方
都
合
で
キ
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
て
し
ま
い
、
随
分
と
困
惑
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
講
演
の
予
定
ど
こ
ろ
か
宿
泊

予
定
の
ホ
テ
ル
さ
え
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
い
、
危
う
く
シ
ー
ラ
ー
ズ
で
宿
無
し
に
な
り

か
け
た
。
直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
と
云
う
行
為
は
、
少
な
く
と
も
ペ
ル
シ
ア
州
で
は
、
あ
り
ふ

れ
た
日
常
な
の
だ
と
了
解
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

NARA
NARAS
NARASIA
NARASIA

January 2023

Rumblings 7 Qs about New Possibilities
for NARA

EURO-NARASIA Q
NARASIA  │  REPORT

写真１　西アゼルバイジャン州の聖タダイ教会

EU_NARASIA_Q_23.indd   20-21EU_NARASIA_Q_23.indd   20-21 2022/11/22   11:332022/11/22   11:33



23 22 ←�セクションマーカー
で設定

NARA
NARAS
NARASIA
NARASIA

January 2023

Rumblings 7 Qs about New Possibilities
for NARA

EURO-NARASIA Q

　

ペ
ル
シ
ア
州
と
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
州　

：　

仕
方
が
無
い
の
で
実
費
で
ホ
テ
ル
を
確
保
し
、

「
良
い
機
会
だ
」
と
前
向
き
に
捉
え
て
、
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
因
み
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
下
に
あ
る
イ
ラ
ン
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え

な
い
の
で
、
急
な
出
費
は
一
大
事
で
あ
る
。）
大
急
ぎ
で
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
で
タ
ク
シ
ー
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
を
越
え
て
一
気
に
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル

ま
で
往
復
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。
こ
の
間
の
距
離
は
片
道
約
３
０
０
キ
ロ
で
、
概
ね

東
京
～
豊
橋
間
に
該
当
す
る
。

　

こ
の
旅
は
、
幸
い
に
も
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
・
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
間
の
自
然
環
境
や
植
生
を

具
に
観
察
す
る
得
難
い
機
会
と
な
っ
て
く
れ
た
。
ま
ず
シ
ー
ラ
ー
ズ
郊
外
に
出
る
と
、

稲
作
の
痕
跡
が
見
ら
れ
た
。
し
か
も
、
水
田
地
帯
を
過
ぎ
て
か
ら
も
、
細
々
な
が
ら
緑
が

続
い
て
お
り
、
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
の
よ
う
な
不
生
草
木
の
禿
山
に
行
き
当
た
る

こ
と
は
無
か
っ
た
。
シ
ー
ラ
ー
ズ
大
学
の
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
地
方
は
年
に
数
回
は

降
雪
が
あ
る
そ
う
で
、
意
外
に
も
ペ
ル
シ
ア
州
は
降
水
量
に
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

標
高
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
シ
ー
ラ
ー
ズ
か
ら
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
を
半
分
ほ
ど
降
り
た

と
こ
ろ
で
、
カ
ー
ゼ
ル
ー
ン
の
街
（
人
口
10
万
人
）
に
行
き
当
た
っ
た
。
こ
こ
は
、
サ
ー

サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
第
２
代
皇
帝
シ
ャ
ー
ブ
フ
ル
１
世
（
在
位
２
４
０
年
～

２
７
０
年
）
が
バ
イ
・
シ
ャ
ー
ブ
フ
ル
の
都
を
造
営
し
た
故
地
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
地
点
か
ら
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
群
生
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
シ
ャ
ー

ブ
フ
ル
１
世
の
首
都
選
定
の
根
拠
の
一
つ
は
、
稲
作
地
帯
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
地
帯
の
高
度

上
の
境
界
線
だ
っ
た
の
か
と
納
得
し
た
。
確
か
シ
ャ
ー
ブ
フ
ル
１
世
は
こ
の
街
を
愛
好

す
る
あ
ま
り
此
処
で
崩
御
し
た
筈
で
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
平
原
の
中
央
で
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
に

囲
ま
れ
た
大
都
市
ク
テ
ス
ィ
フ
ォ
ン
と
、
サ
ー
サ
ー
ン
家
発
祥
の
地
で
稲
作
地
帯
で
あ
る

ア
ル
ダ
フ
シ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ロ
フ
（
現
在
の
フ
ィ
ー
ル
ー
ザ
ー
バ
ー
ド
）
の
中
間
を

採
っ
て
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
京
師
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
子
孫
た
ち
は
バ
イ
・

シ
ャ
ー
ブ
フ
ル
の
街
を
有
効
活
用
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
。

　

カ
ー
ゼ
ル
ー
ン
か
ら
バ
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
ー
ン
を
経
て
、
人
口
22
万
人
の
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
の

港
町
に
到
着
。
こ
こ
は
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
初
代
皇
帝
ア
ル
ダ
フ
シ
ー
ル

１
世
が
造
営
し
た
レ
ー
ウ
・
ア
ル
ダ
フ
シ
ー
ル
の
後
継
都
市
と
さ
れ
、
当
時
の
サ
ー
サ
ー
ン

朝
海
軍
の
基
地
を
兼
ね
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
サ
ー
ン
朝
海
軍
は
、
ア
ル

ダ
フ
シ
ー
ル
１
世
以
降
に
ど
う
な
っ
た
の
か
、
誰
も
知
ら
な
い
。
因
み
に
、
ペ
ル
シ
ア
湾
を

見
て
喜
ん
で
車
内
か
ら
飛
び
出
し
た
と
こ
ろ
、
気
温
が
40
度
近
か
っ
た
上
に
尋
常
で
無
い

湿
気
で
、
我
々
が
住
む
惑
星
上
の
気
候
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
夏
を

舐
め
て
は
い
け
な
い
。

　

ペ
ル
シ
ア
湾
は
滄
海
万
里
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
波
が
打
ち
寄
せ
、
こ
れ
が
月
夜
の
浜
辺

で
あ
れ
ば
さ
ぞ
綺
麗
だ
っ
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
９
月
中
旬
の
太
陽
の
下
で
は
酷
暑
が

過
ぎ
た
。
ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
の
植
生
は
遠
く
イ
ラ
ク
南
部
と
同
じ
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
か
と

感
慨
に
耽
り
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
さ
ま
ざ
ま
な
夢
に
近
付
い
た
心
地
が
し
た
も
の
の
、

５
分
も
す
る
と
余
り
の
暑
さ
に
体
中
の
水
分
が
蒸
発
す
る
勢
い
で
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
植
林

が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
林
に
見
え
る
幻
覚
に
襲
わ
れ
た
。
理
想
と
現
実
は
、
斯
く
の
如
く
に

し
て
乖
離
す
る
。

　

そ
れ
で
も
波
打
ち
際
に
佇
ん
で
い
る
と
、
漁
師
ら
し
き
人
が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
近

寄
っ
て
き
て
、
「
こ
の
船
に
乗
っ
て
み
な
い
か
？
」
と
声
を
掛
け
て
き
た
。
筆
者
は
、

い
ま
だ
嘗
て
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
船
に
乗
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
無
い
。「
タ
ク
シ
ー
に

乗
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
な
ら
幾
ら
で
も
あ
る
が
。
ま
た
、
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
ま
で
来
た

以
上
、
ペ
ル
シ
ア
湾
を
洋
上
か
ら
実
体
験
し
て
、
今
後
の
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
」

に
役
立
て
た
い
と
思
い
、「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
答
え
て
乗
船
し
て
し
ま
っ
た
。

　

す
る
と
、
こ
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
如
何
な
る
高
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
積
ん
で
い
る
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の
か
知
ら
な
い
が
、
洋
上
を
飛
び
跳
ね
る
が
如
く
航
行
を
始
め
、
沖
合
い
の
タ
ン
カ
ー

め
が
け
て
一
直
線
に
驀
進
し
て
い
く
。
お
ま
け
に
乗
船
し
て
か
ら
気
が
付
い
た
の
だ
が
、

こ
の
ボ
ー
ト
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
浮
き
輪
な
ど
の
装
備
を
一
切
省
略
し
て
い
る
。
と

云
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
た
ら
、
筆
者
は
あ
え
な
く

ペ
ル
シ
ア
湾
の
藻
屑
と
消
え
る
公
算
が
高
い
わ
け
で
、
必
死
で
ボ
ー
ト
に
し
が
み
つ
か

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
姿
勢
を
低
く
し
て
ボ
ー
ト
に
齧
り
付
い
て
い
た
お
陰
で
、

ペ
ル
シ
ア
湾
の
潮
水
を
散
々
頭
か
ら
被
り
、
確
か
に
ペ
ル
シ
ア
湾
を
「
実
体
験
」
す
る

こ
と
は
出
来
た
。
因
み
に
、
時
々
こ
わ
ご
わ
重
心
を
高
く
し
て
陸
地
を
見
た
の
だ
が
、

洋
上
か
ら
望
む
イ
ラ
ン
高
原
は
、
湿
気
が
多
い
の
で
ど
う
し
て
も
霞
ん
で
見
え
て
し
ま
い
、

幻
影
の
中
に
煙
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
稜
線
の
く
っ
き
り
と
し
た
東
西

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
の
山
々
と
は
全
く
異
質
の
光
景
で
あ
る
。

　

食
事
文
化　

：　

30
分
の
ペ
ル
シ
ア
湾
航
海
を
終
え
、
何
と
か
生
き
て
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
の

街
に
帰
還
し
た
後
は
、
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
州
の
郷
土
料
理
を
求
め
て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
表
に
「
メ
イ
グ
ー
」
な
る
単
語
を
見
つ
け
て
驚
嘆
し
た
。

筆
者
は
、
１
９
９
０
年
代
に
東
京
外
大
ペ
ル
シ
ア
語
学
科
の
講
義
に
潜
り
で
参
加
し
て

現
代
ペ
ル
シ
ア
語
を
学
ん
だ
の
だ
が
、
そ
の
際
に
「
メ
イ
グ
ー
＝
海
老
」
と
云
う
単
語

を
習
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
あ
の
頃
は
、「
こ
ん
な
単
語
、
イ
ラ
ン
で
は
絶
対
に
使
わ
な
い

だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
イ
ラ
ン
に
海
老
が
い
る
の
か
？
」
と
訝
し
く
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、

四
半
世
紀
を
経
て
「
メ
イ
グ
ー
」
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
出
会
っ
た

以
上
、
盲
亀
の
浮
木
、
優
曇
華
の
花
、
此
処
で
逢
う
た
が
１
０
０
年
目
、
こ
の
「
メ
イ

グ
ー
・
ス
ー
プ
」
を
注
文
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

而
し
て
、
出
現
し
た
メ
イ
グ
ー
は
、
５
～
６
尾
が
ス
ー
プ
の
中
に
浮
い
て
い
た
。
ほ
ぼ

確
実
に
、
ペ
ル
シ
ア
湾
で
獲
れ
た
海
老
で
あ
る
。
筆
者
は
、
熱
中
症
の
恐
れ
が
無
き
に

し
も
非
ず
だ
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
液
体
を
摂
取
し
よ
う
と
思
い
、
こ
の
ス
ー
プ
を
大
量
に

口
に
含
ん
で
か
ら
驚
愕
し
た
。
何
た
る
こ
と
か
、
調
味
料
に
縁
が
無
い
は
ず
の
イ
ラ
ン

料
理
の
く
せ
に
、
激
辛
ス
パ
イ
シ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
ご
う
か
た
な
き

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
係
累
で
あ
る
。
海
老
カ
レ
ー
の
親
戚
と
表
現
し
て
も
可
で
あ
る
。
何
故
、

こ
の
海
老
ス
ー
プ
に
米
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
筆
者
は
こ
の
辛
さ
に
よ
っ
て
了
解

し
た
。
両
者
を
混
ぜ
て
食
べ
る
の
が
、
こ
の
地
方
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
の
郷
土
料
理
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
地
域
は
料
理
文
化
圏
と
し
て
は
、

イ
ラ
ン
よ
り
も
イ
ン
ド
に
属
し
て
い
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
か
ら
夕
闇
迫
る
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
を
越
え
て
シ
ー
ラ
ー
ズ
に
帰
還

後
、
こ
の
街
で
も
郷
土
料
理
を
試
す
機
会
が
あ
っ
た
。
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

に
「
キ
ャ
ラ
ン
・
ポ
ロ
ウ
」
な
る
料
理
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
と
、
こ
れ
は
要
す
る
に
、
肉

団
子
と
キ
ャ
ベ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
入
れ
た
炊
き
込
み
ご
飯
で
あ
っ
て
、
米
食
を
主
体
と

す
る
地
域
で
無
い
限
り
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
郷
土
料
理
で
あ
っ
た
。
僅
か
３
日
前
ま
で

滞
在
し
て
い
た
東
西
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
州
で
は
羊
肉
の
キ
ャ
バ
ー
ブ
ば
か
り
だ
っ
た

の
に
比
べ
て
、
ペ
ル
シ
ア
州
と
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
州
で
は
海
産
物
や
米
食
が
郷
土
料
理
の

主
体
を
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

22—
４
．「
南
の
イ
ラ
ン
＝
海
の
イ
ラ
ン
」
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
・
マ
ニ
教

　

こ
の
よ
う
に
、
筆
者
の
経
験
と
云
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
見
る
と
、
イ
ラ
ン
北
西
部

と
南
西
部
で
は
か
な
り
の
文
化
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
政
治
史
的
に
見
れ
ば
、
前
者
は

ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
王
朝
が
幕
営
を
構
え
た
土
地
で
あ
り
、
後
者
は
ハ
カ
ー

マ
ニ
シ
ュ
朝
（
紀
元
前
５
５
０
年
～
紀
元
前
３
３
０
年
）
や
サ
ー
サ
ー
ン
朝
（
２
２
４
年

～
６
５
１
年
）
と
い
っ
た
定
住
民
系
の
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
発
祥
の
地
で
あ
る
。
文
化
史
的

に
見
れ
ば
、
前
者
は
パ
ル
テ
ィ
ア
期
に
ミ
ト
ラ
教
が
栄
え
た
と
い
わ
れ
、
後
者
は
サ
ー

サ
ー
ン
朝
期
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
団
の
本
拠
地
に
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
期
に
入
る

と
、
前
者
は
過
激
シ
ー
ア
派
教
団
の
淵
叢
と
な
り
（
こ
れ
に
は
政
治
史
的
な
要
素
が
絡
ん

で
い
る
が
）、
後
者
は
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
の
中
心
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
概
に
イ
ラ
ン
高
原
（
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
に
限
定
せ
ず

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
を
含
む
）
と
言
っ
て
も
、
日
本
列
島
の
約
10
倍
の
面
積
を
有
す
る

だ
け
に
、
そ
の
上
で
展
開
さ
れ
る
文
化
は
多
様
で
あ
り
、
特
に
南
北
で
好
対
照
を
な
す
。

そ
れ
は
、

　

北
の
イ
ラ
ン
＝
陸
の
イ
ラ
ン　

：　

 

遊
牧
的
で
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
の
影
響
を
受
け
た

イ
ラ
ン

　

南
の
イ
ラ
ン
＝
海
の
イ
ラ
ン　

：　

 

農
業
的
・
海
洋
的
で
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
イ
ン
ド
の

影
響
を
受
け
た
イ
ラ
ン

と
纏
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、「
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
に
注
目
す
る
場
合
に

は
前
者
に
焦
点
が
当
た
る
が
、「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
を
論
じ
る
場
合
は
後
者
に
重
点
を

置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
少
な
く
と
も
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
以
降
、
ペ
ル
シ
ア
州
を
中
心

に
栄
え
た
。
現
存
す
る
チ
ャ
ハ
ー
ル
・
タ
ー
ク
拝
火
神
殿
の
数
を
基
準
に
す
れ
ば
、
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
は
、
イ
ラ
ン
高
原
の
中
で
も
大
幅
に
南
に
偏
っ
た
分
布
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

マ
ニ
教
の
教
祖
マ
ー
ニ
ー
（
２
１
６
年
～
２
７
７
年
）
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
南
部
の
バ
ビ

ロ
ン
近
郊
で
生
ま
れ
、
ペ
ル
シ
ア
湾
か
ら
船
出
し
て
イ
ン
ド
に
学
び
、
最
後
は
フ
ー
ゼ

ス
タ
ー
ン
州
の
グ
ン
デ
ー
・
シ
ャ
ー
ブ
フ
ル
で
落
命
し
た
。
こ
ち
ら
も
、
主
た
る
活
動

範
囲
は
ペ
ル
シ
ア
湾
近
傍
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
２
つ
の
宗
教
を
、「
南
の

イ
ラ
ン
＝
海
の
イ
ラ
ン
」
と
云
う
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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